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研究成果の概要（和文）：本研究では、知的障害者を対象として、他者との共同活動における他者行為の表象の
共有が生じるかどうかを検討した。共同活動の場面では、サイモン課題を他者と共同して行うことを求めた。サ
イモン課題では、モニターに現れる二種類の刺激に対して異なる反応キーを押すことを求める。刺激の出現側と
反応キーの位置が一致している時よりも、不一致の場合の方が反応時間が長くなることをサイモン効果という。
刺激の一方のみ反応する二人でサイモン課題を実施する場合でもサイモン効果が現れ、これを社会的サイモン効
果という。研究の結果、知的障害者においても、社会的サイモン効果が確認された。

研究成果の概要（英文）：We investigated  the effect of joint action on task performance in persons 
with intellectual disabilities (ID). Sixteen persons with ID participated in this study. They 
performed a Simon task alone (individual condition) and together with an experimenter (joint 
condition). Results are as follows.  1) In the joint condition, the mean reaction time (RT) was 
significantly shorter compared to that in the individual condition. 2) The mean RT in the compatible
 trials was shorter than that in the incompatible trials under both conditions. However, the 
difference between the RTs in the compatible and incompatible trials under the individual condition 
was not significant, while the mean RT in compatible trials under the joint condition was 
significantly shorter than that in incompatible trials. These results suggest that 1) task 
performance was socially facilitated in persons with ID, and  2) the cognitive process in persons 
with ID could be activated under the social context.

研究分野：障害児心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
知的障害者では、単独での課題遂行においてパフォーマンスが安定しないことが多い。一般に、他者と共同で活
動することが課題遂行を向上させる社会的促進効果が知られており、知的障害者においてもこの社会的促進効果
が認められることが確認されている。こういった他者存在が、課題遂行にもたらすポジティブな効果を知的障害
者の学習過程に効果的に用いることが重要である。本研究では、他者の行為の表象を共有することで現れる社会
的サイモン効果が知的障害者にも現れることを確認した。これは、未習得の事柄の学習過程において他者との共
同活動を行うことが知的障害者にとっても課題遂行に必要な表象の形成に資する可能性を示唆するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 知的・発達障害者では、課題遂行の最適な機能水準を維持することに困難を示す、つまりパフ
ォーマンスの変動が大きくなる傾向がある（Baumeister & Kellas, 1968; Brydges, et al, 2021）。
これについては、従来、ノイズや誤差として十分検討されなかった。知的・発達障害者の課題遂
行の不安定さには、実行機能、メタ認知機能の低さが関与していることが推測される（Haishi, 
et al., 2011）。しかし、実行機能やメタ認知機能そのものを、課題や状況と関連づけずに高める
のは難しく、環境調整により覚醒や注意の活性水準を上げ、課題遂行時の認知機能の向上を図る
ことが現実的である。そこで申請者は、他者存在によって課題遂行の覚醒と動機付けが促進され
る社会的促進を利用した課題遂行支援の可能性を予備的に検討した（葉石他, 2018; 2020）。 
社会的促進は、同じ課題に従事する他者が存在する共行為事態と、課題遂行の様子を観察する
他者が存在する聴衆事態で生じる。知的障害者を対象とした鉛筆のキャップ付け課題による検
討より、①同じ課題を行う共行為者がいることにより、遂行の量的側面に社会的促進（速さの安
定と遂行量の上昇）がみられたが、②異なる課題を行う共行為者がいても社会的促進はみられな
いこと、③課題遂行の質（正しい色の組み合わせ）に共行為者による社会的促進の効果はみられ
ないことが示された。他者との共同活動は、一般に行動を方向付ける役割を果たすとされる。し
かしこれらの結果は、「単なる他者存在の効果」の利用では、知的障害者の課題遂行支援として
十分ではないことを示唆している。具体的には、知的障害者にとって共行為者の存在は課題遂行
に向けた覚醒と動機づけを高める効果をもつが、課題表象を維持し、遂行を方向付ける効果はも
たないと考えられた。 
 
２．研究の目的 
 一方で、刺激-反応競合課題を他者と共同で行うこと（つまり、他者の行為を知覚すること）
により、課題遂行を計画し、実行するのと同じ表象が活性化される可能性があると考えられてい
る。刺激-反応競合課題は、課題と無関係な情報を無視しながら、反応すべきターゲットの同定
を求めるもの（木村・吉崎, 2011）である。サイモン課題はその代表的なものの一つであり、コ
ンピュータ画面に提示されるターゲットにボタン押し等で反応することが求められる。この時、
例えばターゲットが赤なら左手、青なら右手で反応させる。ターゲットは画面の左か右に提示さ
れるが、この刺激提示位置は反応を決めることに関わらないため、課題と無関係な情報となる。
しかし、左手で反応すべきターゲットが画面右側（反対側）に提示されると、その逆、つまり左
手で反応すべきターゲットが左側（同側）に提示される場合よりも反応時間は延長する（サイモ
ン効果）。この課題を、単独で一方の刺激色（赤あるいは青）にのみ反応させる場合は、サイモ
ン効果は現れないが、二人で一方の刺激色にのみ反応させる場合、つまり共同で役割分担して実
施する共同サイモン課題では、単独で一方の刺激色にのみ反応させる場合と同じことを求めて
いるにも関わらず、サイモン効果が現れる。これを社会的サイモン効果といい、共同で課題にあ
たる他者が存在することで、自分が行わない（つまり共同する他者が行う）行為の表象が活性化
される結果として生じるものと考えられている。先に、「単なる他者存在の効果」が知的障害者
の課題遂行支援としては不十分であったことを述べたが、共同サイモン課題のように他者と目
的を共有する事態における課題表象の活性化により、課題遂行が促進される可能性はこれまで
に検討されていない。そもそも、知的障害者において共同サイモン課題での課題表象の活性化が
生じるかということ自体が確認されていない。そこで、本研究では、知的障害者の課題遂行支援
として、共同での課題遂行が課題表象の活性化を引き起こすかどうかを確認することを目的と
する。 
 
３．研究の方法 
(1) 参加者 
 軽度から境界域の知的障害児 11 名（平均年齢 14 歳、平均知能指数 60.3）が本研究に参加し
た。 
(2) サイモン課題（鬼退治ゲーム） 
 参加者には、コンピュータの画面に提示される鬼の顔の色に応じて、反応ボックスの左右のボ
タンを押し分けてもらった。赤鬼の出現に対しては左、青鬼の出現に対しては右のボタンを押す
よう教示した。ボタンを押すと鬼が画面から消えることから、参加者には「鬼退治をする」ゲー
ムと伝えた。単独で課題に取り組む単独遂行条件、実験者と共同で役割分担して取り組む共同遂
行条件で課題を実施した。 
 画面左側に現れる赤鬼に反応する場合、鬼の位置と反応ボタンの位置が一致しており、これを
刺激-反応適合性の点から Compatible 試行と呼ぶ。画面右側に現れる赤鬼に反応する場合は、鬼
の位置と反応ボタンの位置が不一致であり、これを Incompatible 試行と呼ぶ。青鬼の場合はこ
の逆であり、画面右側に現れる鬼に反応する場合は Compatible 試行、画面左側に現れる鬼に反
応する場合は Incompatible 試行となる。一般に、ボタン押しの反応時間は Incompatible 試行よ
りも Compatible 試行の方が短くなる。分析としては、単独遂行および共同遂行それぞれに関し



て、正反応の平均反応時間を Compatible 試行と Incompatible 試行とで算出し、試行間で比較し
た。 
 
４．研究成果 
 表は、反応時間の平均値を単独遂行条件と共同遂行条件で分けて示したものである。 
 

表 サイモン課題の平均反応時間（下段カッコ内の数値は標準偏差） 
 単独遂行条件 共同遂行条件 

Compatible 試行 Incompatible 試行 Compatible 試行 Incompatible 試行 
反応時間
（msec） 

474.90 497.19 399.46 460.46 
(68.98) (61.10) (73.28) (44.91) 

 
 単独遂行条件、共同遂行条件のいずれについても、Compatible 試行の平均反応時間が
Incompatible 試行の平均反応よりも短かった。刺激-反応適合性（Compatible 試行と
Incompatible 試行）を要因とする分散分析を行なったところ、単独遂行条件では刺激-反応適合
性の主効果が有意ではなかった（F(1, 10)=3.72, p=.08）が、共同遂行条件では刺激-反応適合
性の主効果が有意（F(1, 19)=13.41, p=.004, η2=.57）であった。また単独遂行条件と共同遂
行条件を比較すると、共同遂行条件の方が Compatible 試行、Incompatible 試行のいずれについ
ても反応時間が短かった。 
 共同遂行条件の反応時間が単独遂行条件の反応時間よりも短縮したことについては、他者存
在による社会的促進効果によるもの、つまり、共同での課題遂行が、覚醒と動機づけを促進した
結果と考えられる。また、このようなメカニズムを背景として、サイモン効果の現れ方の説明が
可能であると考えられる。単独遂行条件では明瞭なサイモン効果が現れなかった一方で、共同遂
行条件では明瞭なサイモン効果が現れたが、共同遂行条件では他者存在によって覚醒・動機付け
が高められ、単独遂行条件よりも課題表象がより明確に意識されたと考えられる。それにより、
共同遂行条件での刺激-反応競合の効果が、単独遂行条件と比べて増大した可能性がある。 
 課題の共同遂行によって課題表象がより明瞭に意識されるとすれば、課題遂行のパフォーマ
ンスは量的、質的に向上する可能性がある。共同遂行条件では、赤鬼と青鬼を手分けして画面か
ら消すという課題の全体的な目的を共有して実施したが、本研究の課題の特徴は、「目的を共有
する」というプロセスにあった。しかし、このような工夫が知的障害者の課題遂行支援に有効で
あるかどうかは、直接、確認できていない。今後、共同遂行条件でのサイモン効果の現れ方の特
徴が、他者との共同遂行を通した作業課題の学習プロセスとどのように関連するものなのかを
明らかにする必要がある。 
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